
２０１４年度 年主題〈あふれる愛-これからもともに-〉

0･1･2歳児２月主題 「あそぼう」 3･4･5歳児２月主題 「気づきあう」
月のねがい 月のねがい

◎手や指を十分使って遊ぶ ◎冬の生活習慣を身につける

◎冬の生活習慣を知る ◎友だちと協力し、アイディアを出しあい、工夫して遊びを充実させる

◎日々の生活場面の中で祈ろうとする ◎お互いの違いを認めつつ、助け合える喜びを感じる

２月の献立 青文字は保育園のみのメニューです。午前おやつメニューは０．１．２歳分です。

日 曜 内 容 午前おやつ 午後おやつ

２ 月 牛乳、食パン、ひじきコロッケ、せんキャベツ、みそ汁、バナナ 牛乳、パイ菓子 麦茶、おにぎり

３ 火 牛乳、手巻き寿司、アジのかば焼き、ツナサラダ、すまし汁、いちご 牛乳、卵ボーロ ｽｷﾑ、落花生、果物

４ 水 白ご飯、鶏肉の香味焼き、マカロニサラダ、みそ汁、ヨーグルト 牛乳、バナナ ヤクルト、ｸﾛﾜｯｻﾝ

５ 木 牛乳、白ご飯、ししゃもの天ぷら、春雨酢の物、みそ汁、みかん 牛乳、野菜ｽﾃｨｯｸ スキム、さつまボーロ

６ 金 牛乳、白ご飯、シチュー、フレンチサラダ、りんご 牛乳、せんべい スキム、野菜チップ

７ 土 白ご飯、ちくわの磯辺揚げ、炒り豆腐、みそ汁、バナナ 牛乳、いりこ 麦茶、スナック菓子

９ 月 牛乳、食パン、ナポリタン、あさりのスープ、オレンジ 牛乳、チーズ スキム、ﾊﾞﾅｯﾂｹｰｷ

１０ 火 牛乳、白ご飯、焼き魚、浅漬け、みそ汁、りんご 牛乳、ウエハース 麦茶、お好み焼き

１２ 木 牛乳、干し大根とじゃこご飯、豚肉とじゃが芋の味噌煮、おかか和え、ﾊﾞﾅﾅ 牛乳、ビスケット スキム、カステラ

１３ 金 牛乳、白ご飯、魚のきのこあんかけ、野菜スープ、オレンジ 牛乳、卵ボーロ スキム、手作りｸｯｷｰ

１４ 土 ～～ おゆうぎ会 ～～

１６ 月 白ご飯、鮭の味噌マヨ焼き、枝豆、きのこスープ、バナナ 牛乳、ビスケット 麦茶、ぜんざい

１７ 火 牛乳、白ご飯、唐揚げ、あっさりポテトサラダ、みそ汁、いちご 牛乳、野菜ｽﾃｨｯｸ スキム、卵むしｹｰｷ

１８ 水 ～～ お弁当の日 ～～ 牛乳、せんべい 麦茶、スナック菓子

１９ 木 牛乳、白ご飯、筑前煮、レモン醤油和え、りんご 牛乳、ウエハース スキム、UFO パン

２０ 金 牛乳、白ご飯、サバの味噌煮、れんこんサラダ、すまし汁、ﾐﾆｶｯﾌﾟｾﾞﾘｰ 牛乳、バナナ スキム、アンダギー

２１ 土 わかめご飯、チンジャオロース、中華スープ、バナナ 牛乳、スルメ 麦茶、スナック菓子

２３ 月 牛乳、食パン、魚のアングレース、せんキャベツ、お豆のスープ、オレンジ 牛乳、ｶﾐｶﾐ昆布 スキム、きなこ団子

２４ 火 牛乳、カレーライス、和風サラダ、りんご 牛乳、ビスケット スキム、メロンパン

２５ 水 白ご飯、ふりかけ、魚の煮付け、春菊のゴマ和え、みそ汁、桃缶 牛乳、枝豆 麦茶、スナック菓子

２６ 木 牛乳、白ご飯、鮭の変わり照り焼き、ｽﾃｨｯｸｻﾗﾀﾞ、ﾎﾟﾊﾟｲｽｰﾌﾟ、みかん 牛乳、パイ菓子 スキム、ﾌﾚﾝﾁﾄｰｽﾄ

２７ 金 牛乳、白ご飯、マーボー豆腐、切り干し大根の和え物、バナナ 牛乳、卵ボーロ スキム、W ポテト

２８ 土 白ご飯、五目うどん、卵焼き、オレンジ 牛乳、いりこ 麦茶、スナック菓子

都合によりメニューが変わる場合があります。ご了承下さい。※０．１．２歳は月曜日も白ご飯です。

童画展受賞おめでとう！

第 62回南九州美術展特別賞
県 知 事 賞 ： 古里静華(題：たけのこ）

南九州美術展賞 ： 平山大貴(題：だんごむし)

第 68回熊毛美術展特別賞
県 知 事 賞 ： 横山直人(題：ノアの箱船)

教育委員会

連絡協議会賞 ： 加藤アンナ(題：おいもほり)

中央審査員賞 ： 種子田蒼生(題：おいもほり)

熊毛支庁長賞 ： 町田大朋(題：にわとり)

今年も、友だちや先生とたくさん遊

び、いろんな経験を積んでいった子ども

たち。秋の時期には経験を元に感じたこ

とを思い思いに描いていきました。子ど

もの絵はつぶやきや、おしゃべりから出

来上がっていきます。経験したことの想いや、想像が膨らんで仕上

がっていきます。その結果、このように表彰された事はとても喜ば

しいものです。本当におめでとうございます。

これからも、こども園で繰り広げられる”タイケン・タンケン・タイ

ヘン”を大切に、幼児期の子どもたちの育

ちが、確かで豊かなものとなりますよう祈

ります。保護者の方々と共に、楽しみながら

見守っていきましょう。 副園長

3月の行事予定

4 日(水) 参観日

12 日(火) お別れ会・給食バイキング

14 日(土) 第 57 回卒園式

18 日(水) 修了式(午前保育)

20 日(金) 新入園児一日入園

2月の行事予定

4 日(水) おゆうぎ会予行

14 日(土) おゆうぎ会

16 日(月) 振替休日

18 日(水) 遠足

19 日(木) 誕生会(2･3 月生れ)

義援金ありがとうございました

２０．０７２円集まりまし

た。ご協力に感謝します。
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触
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園

長

今月の聖句 「あわれみぶかいものはさいわいです。」
マタイ５：７

あわれみ深いというのは、普通は不幸な人に心を動かすことをいいますし、同情にかられて人を助

けるという優しさを表します。しかし、そのあわれみの深さは、時に弱者に対する優越感から出たり、恩

義の貸しをつくって満足するたぐいの心情を持つものです。「わたしはあの人が困っている時に助けてあ

げた。」とか、「こんな事もしてあげた、あんな事もしてあげた。」と、次々と自分の手柄話を得意げにさ

れますと、うんざりすることがあります。話している内容は嘘ではないかもしれませんが、聴く者の耳には苦

々しいものです。人への親切はそっと、それとなく、隠れたところで実行する「あわれみ」でありたいもので

す。イエスは言われました。「人に見せるために人前で善行をしないように気をつけなさい。そうでない

と、天におられるあなた方の父から、報いが受けられません。だから、施しをするときは、人に褒められた

くて会堂や通りで（これみよがしに）施しをする偽善者たちのように、自分の前でラッパを吹いてはいけ

ません。・・・かれらはすでに自分の報いを受け取っているのです。あなたは、施しをするとき、右の手のして

いることを左の手に知られないようにしなさい。あなたの施しが隠れているためです。そうすれば、隠れた

ところで見ておられるあなたの父（神）が、あなたに報いてくださいます。

前理事長 池田公榮

１～３号認定

入園申込み受付開始

引き続きご紹介を

宜しくお願いします！


